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成果

 ̶ アプリケーションパフォーマンスが
平均35%向上

 ̶ 年間150万ドルのOPEX削減

 ̶ アプリケーションユーザビリティが
25%向上し、生産性とエンドユーザ
ーエクスペリエンスの品質も向上

 ̶ 世界中に分散するすべての拠点で
一貫性のあるセキュリティポリシー
を提供

 ̶ ブランチ拠点でクラウドとSaaSア
プリケーションへのローカルブレイ
クアウトを実現

要件

 ̶ グローバルなブランチ拠点をクラウ
ドに安全に直接接続する

 ̶ 予測可能で一貫性のあるアプリケ
ーションパフォーマンスを世界中で
提供する

 ̶ 一貫性のあるセキュリティポリシー
を適用する

 ̶ ビジネスニーズに基づき、アプリケ
ーションに対応するトラフィックの
優先順位付けを実現する

高額なMPLS回線経由でのブランチオフィス ト
ラフィックのバックホール転送を排除すること
で、アプリケーションパフォーマンスおよび世
界中のエンドユーザーへのエクスペリエンスの
品質を向上

世界最大規模の不動産サービス会社Cushman & Wakefield社は、 
60か国にある400のオフィスで約5万人の従業員を有していま
す。2020年の同社の収益は、不動産物件、施設管理とプロジェクト管
理、リース、資本市場、査定などの主要サービスにおいて78億ドルに
上ります。

Cushman & Wakefield社はM&Aにより飛躍的な成長を遂げた結果、
ワイドエリアネットワーク (WAN) の運用が複雑化していました。すべ
てのアプリケーション トラフィックは地域のデータセンターにバック
ホール転送されていたため、WANが大きなボトルネックとなってアプ
リケーションパフォーマンスとエンドユーザーエクスペリエンスの品質
の低下を招いていました。

この問題を解消したのが、HPE Aruba Networking EdgeConnect 
SD-WANを活用したクラウドファースト戦略でした。グローバルネッ
トワーク、クラウド、境界セキュリティのプラットフォームアーキテクト 
Chris Butcher氏は、「SD-WANにより、当社のブランチ拠点をクラウ
ドに安全に直接接続できるようになり、確かな耐障害性と予測可能
性で一貫性のあるアプリケーションパフォーマンスも確保でき、ビジ
ネスニーズにも対応可能になりました」と、語っています。

アプリケーション対応型アーキテクチャーを
実現

Cushman & Wakefield社はいくつかのSD-WANソリューションを検討
した結果、HPE Aruba Networking EdgeConnect SD-WANエッジプ
ラットフォームが、主要な戦略的要件であるビジネス主導のWANアー
キテクチャーを実現できるという点で、他のソリューションよりも多く
のメリットが期待できると確信しました。

Butcher氏は、「今日のネットワークでは接続性だけではなく、特定の
アプリケーション要件に基づいたトラフィックの送出先の決定、また
優先順位が重要です。アプリケーション対応型SD-WANプラットフォ
ームをエッジに配備することで、ネットワークをビジネスニーズと密接
に整合できるようになります」と、指摘します。

EdgeConnectでグローバルに標準化
Cushman & Wakefield社は、世界で4つの地域にあるすべてのブラ
ンチオフィスと8か所のデータセンターなどの220か所のビジネス
拠点にHPE Aruba Networking EdgeConnectプラットフォームを展
開し、一部のサイトでは高可用性構成にしているため合計377台の
EdgeConnectアプライアンスを配備しています。MPLS回線は廃止さ
れ、各EdgeConnectアプライアンスで終端するデュアル ブロードバ
ンド リンクに置き換えられています。
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EdgeConnectプラットフォームは、Cushman & Wakefield
社にとって標準のWANエッジソリューションになっており、
アプリケーションベースのルーティング、トラフィック フィ
ルタリング、およびパスコンディショニング、サービス品
質 (QoS)、ダイナミックパス制御などの包括的なSD-WAN
機能を提供しています。また、オプションのHPE Aruba 
Networking EdgeConnect WAN Optimizationパフォーマ
ンスパックを利用して、グローバル規模でアプリケーション 
パフォーマンスを高めています。

ローカル インターネット ブレイクアウ
トに対応するクラウド配信型セキュ 
リティ

Cushman & Wakefield社はSASE (Secure Access Service 
Edge) も構築し、EdgeConnectプラットフォームとZscaler
クラウド配信型セキュリティの自動統合を活用して、トラフ
ィックフローのセキュリティ制御をしながら、各拠点にロー
カル インターネット ブレイクアウトを提供しています。

たとえば、EdgeConnectでQoSポリシーを適用し、 
Zscalerでセキュリティ制御を適用することで、クリティカル
なリアルタイムアプリケーション、SaaSプラットフォーム、
データセンターでホスティングされているアプリケーション
が、ブランチオフィス回線の帯域幅を多く消費する可能性
があるメディアストリーミングサービスなどの他のトラフィ
ックよりも優先されるようになります。

さらに、EdgeConnectプラットフォームに統合してZscaler
クラウド配信型セキュリティを備えたSASEアーキテクチャ
ーを実現することで、Cushman & Wakefield社は年間150
万ドルのOPEX削減を見込んでいます。

アプリケーション要件に対応するネット
ワークリソース

HPE Aruba Networking EdgeConnect WAN Orchestrator 
の管理コンソールを活用することで、Butcher氏のチーム
は、さまざまなクラスのアプリケーションに対し、それぞれ
特定のQoSポリシーのもとでビジネスニーズに沿ったオー
バーレイを一元的に構成および定義し、最適なアプリケー
ション実行に必要なネットワークリソースが各アプリケーシ
ョンクラスに提供されるようにします。

たとえば、Skype for BusinessとMicrosoft Teamsは「リア
ルタイム」に分類され、ローカル インターネット ブレイクア
ウトで最優先されています。SharePointやO�ice 365など
の重要性の高いビジネスアプリケーション、およびよく使用
されるSaaSアプリケーションは、「SaaS」に分類され、次
の優先順位となります。重要性の低いアプリケーションは、
「デフォルト」に分類されるビジネス用途のオーバーレイに
入ります。
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が問題になっている拠点に対し、HPE Aruba Networking 
EdgeConnect Optimizationを選択的に適用することもで
きます。

Butcher氏は、「HPE Aruba Networking EdgeConnect 
WAN Optimizationの導入で、大陸を超えてアプリケーシ
ョンにアクセスする際のレイテンシの課題を克服し、アプ
リケーションユーザビリティが25%向上しています。この結
果、可能な限り高品質なユーザーエクスペリエンスを提供で
きるようになりました」と、語っています。

確実なネットワークの耐障害性で事業
継続性を確保

Butcher氏は、「リンク冗長性と1ミリ秒未満のリンク間フェ
イルオーバーにより、一方のリンクで輻輳、電圧低下、完全
な機能停止が発生した場合でも、アプリケーション運用を
維持できます。

HPE Aruba Networking EdgeConnectは、アプリケーショ
ンの常時稼働に大きく貢献しており、基盤トランスポートサ
ービスでのビジネスに影響を及ぼすような技術的問題を確
実に回避してくれます」と、付け加えています。「ただし、心
配なのはネットワークの常時接続ばかりでなく、アプリケー
ションの稼働状況についても懸念しています。アプリケー
ションデリバリを極めて重視しているのはそのためです。」

その理由は、アプリケーションパフォーマンスはエンドユー
ザーのエクスペリエンス品質と生産性に直接に影響を及ぼ
し、顧客満足度の低下につながるからです。

Butcher氏は、「Cushman & Wakefieldでは、 
EdgeConnect SD-WANエッジプラットフォームの活用に 
よって地域間で効果的かつ効率的に連携できるようにな
り、まさにグローバル規模で多国籍のお客様へのサービス
提供が実現しています」と、締めくくっています。

一元的オーケストレーションでト 
ラフィック制御を簡素化

Orchestratorが提供する一元的オーケストレーションによ
って、Butcher氏のチームでは、トラフィックの動的な誘導、
またアプリケーションクラスごとの一貫したセキュリティポ
リシーの適用が実現しています。

たとえば、IPsecトンネルが自動構成され、インターネット 
および信頼性のあるSaaSアプリケーションは、セキュリ 
ティ検査のためにセキュアなアクセスサービスエッジを 
経由して各ブランチ拠点の最も近くにあるZscaler 
Enforcement Zone (ZEN) にルーティングされます。同様
に、Microsoft O�ice 365、Skype for Business、Microsoft 
Teams、SharePointのトラフィックは、ブランチ拠点から、
最も近くにあるMicrosoftアプリケーションのインスタンス
に直接送出されます。

Butcher氏は、「当社では、アプリケーションクラスとセキュ
リティポリシーを一元的に定義することで、EdgeConnect
アプライアンスがトラフィックの最適なルーティングをイン
テリジェントに決定できます。そうすることで、各拠点の最
も近くにあるエントリーポイントでプロバイダーのバックボ
ーンネットワークに接続できるため、アプリケーションパフ
ォーマンスとエンドユーザーエクスペリエンスの品質が向上
しています」と、説明します。

実際、トラフィックフローとアプリケーションの優先順位付
けの制御が緻密にオーケストレーションされ、SD-WANの
ネットワーク最適化と相まって、アプリケーションパフォー
マンスが平均35%向上しています。

生産性と顧客満足度を大幅に向上

HPE Aruba Networking EdgeConnect Orchestratorで1
回クリックするだけで、Butcher氏のチームは、特定のアプ
リケーションクラス、または長距離であるためにレイテンシ
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「当社では、アプリケーションクラスとセキュリ
ティポリシーを一元的に定義することで、HPE 
Aruba Networking EdgeConnectアプライア
ンスがトラフィックの最適なルーティングをイ
ンテリジェントに決定できます。これにより、各
拠点の最も近くにあるエントリーポイントでプ
ロバイダーのバックボーンネットワークに接続
できるため、アプリケーションパフォーマンスと
エンドユーザー エクスペリエンスの品質が向上
しています。」

–  Cushman & Wake�ield社、グローバルネットワーク、クラウド、境界セキュリティ向けプラッ 
トフォームアーキテクト、Chris Butcher氏

詳細はこちら

その他のデジタルゲームチェンジャーのお客様
事例はこちら

ソリューション

 ̶ HPE Aruba Networking 
EdgeConnect SD-WANエッ 
ジプラットフォーム

 ̶ HPE Aruba Networking 
EdgeConnect WAN Optimization

 ̶ HPE Aruba Networking 
Orchestratorの一元管理 
コンソール
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